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	応用
	抗原情報
	背景
	髄膜腫1（MN1）は2セットのCAGリピートを含みます。髄膜腫では均衡転座（4;22）によってMN1が阻害され、その不活性化が髄膜腫32の病態形成に寄与する可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：MN1に関連する染色体異常は、急性骨髄性白血病（AML）の原因となる可能性があります。TELとの転座t(12;22)(p13;q11)。,疾患：MN1の欠陥は、脳と脊髄の柔らかい覆いである軟髄膜のくも膜帽細胞から発生する、ゆっくりと増殖する良性腫瘍である髄膜腫の原因となる可能性があります。髄膜腫は、ヒトの中枢神経系における最も一般的な原発性腫瘍であると考えられています。,機能：腫瘍抑制に関与している可能性があります。,組織特異性：普遍的に発現しています。骨格筋に最も多く存在します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MN1抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したMN1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

